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この資料
しりょう

は、平成
へいせい

27年
ねん

度
ど

 文
ぶん

化
か

庁
ちょう

委
い

託
たく

事
じぎょう

業「生
せい

活
かつ

者
しゃ

としての外
がい

国
こく

人
じん

のための日本
に ほ ん

語
ご

教
きょう

育
いく

事
じ

業
ぎょう

」により作
さく

成
せい

しています。 

内
ない

容
よう

については、平
へい

成
せい

28年
ねん

1月
がつ

時
じ

点
てん

の情
じょう

報
ほう

をもとにしています。 
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私
わたし

たちの身
み

近
ぢか

には、色
いろ

々
いろ

な税
ぜい

金
きん

があります。どんな税
ぜい

金
きん

があるでしょう。 

例
たと

えば、消
しょう

費
ひ

税
ぜい

、所
しょ

得
とく

税
ぜい

、住
じゅう

民
みん

税
ぜい

、自
じ

動
どう

車
しゃ

税
ぜい

、酒
しゅ

税
ぜい

、たばこ税
ぜい

、固
こ

定
てい

資
し

産
さん

税
ぜい

などがありま

す。 
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では、私
わたし

たちが納
おさ

める税
ぜい

金
きん

は、どのように使
つか

われているのでしょうか。 

 

税
ぜい

金
きん

は、例
たと

えば、私
わたし

たちが使
つか

う道
どう

路
ろ

や橋
はし

、公
こう

園
えん

など、生
せい

活
かつ

環
かん

境
きょう

を整
ととの

えるために使
つか

われて

います。また、警
けい

察
さつ

や消
しょう

防
ぼう

など、安
あん

全
ぜん

に安
あん

心
しん

して暮
く

らすためのサービスに使
つか

われます。パ

トカーや消
しょう

防
ぼう

車
しゃ

、救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

が出
しゅつ

動
どう

するとき、その費
ひ

用
よう

は税
ぜい

金
きん

から出
で

るので、お金
かね

を払
はら

う必
ひつ

要
よう

がありません。水
すい

道
どう

や下
げ

水
すい

道
どう

、ゴミの収
しゅう

集
しゅう

・処
しょ

理
り

などにも税
ぜい

金
きん

が使
つか

われています。病
びょう

気
き

やケガで病
びょう

院
いん

に行
い

ったときに払
はら

う医
い

療
りょう

費
ひ

や、高
こう

齢
れい

者
しゃ

のための介
かい

護
ご

や年
ねん

金
きん

にも税
ぜい

金
きん

が使
つか

われ

ています。教
きょう

育
いく

の分
ぶん

野
や

でも様
さま

々
ざま

なところで税
ぜい

金
きん

が使
つか

われています。学
がっ

校
こう

の建
たて

物
もの

、先
せん

生
せい

の給
きゅう

与
よ

、小
しょう

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の生
せい

徒
と

の教
きょう

科
か

書
しょ

代
だい

などです。公
こう

立
りつ

学
がっ

校
こう

の児
じ

童
どう

・生
せい

徒
と

について、一
いち

年
ねん

間
かん

で使
つか

わ

れる税
ぜい

金
きん

は、一
ひと

人
り

約
やく

90～100万
まん

円
えん

にもなります。さらに、ロケットの開
かい

発
はつ

など、科
か

学
がく

技
ぎ

術
じゅつ

の

発
はっ

展
てん

のための様
さま

々
ざま

な研
けん

究
きゅう

も税
ぜい

金
きん

が支
ささ

えています。日
に

本
ほん

国
こく

内
ない

だけでなく、海
かい

外
がい

の途
と

上
じょう

国
こく

への

経
けい

済
ざい

援
えん

助
じょ

にも使
つか

われています。 
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「納
のう

税
ぜい

（税
ぜい

金
きん

を納
おさ

めること）」は義
ぎ

務
む

です。税
ぜい

金
きん

は必
かなら

ず納
おさ

めなければなりません。 

 

税
ぜい

金
きん

を滞
たい

納
のう

している（納
おさ

めていない）人
ひと

や、確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

（自
じ

分
ぶん

で所
しょ

得
とく

税
ぜい

の計
けい

算
さん

をして、申
しん

告
こく

す

ること）をしなければならないのに申
しん

告
こく

をしない人
ひと

は、税
ぜい

務
む

署
しょ

の調
ちょう

査
さ

を受
う

けるかもしれま

せん。調
ちょう

査
さ

を受
う

けた後
あと

、もっとたくさんの税
ぜい

金
きん

を払
はら

わなければなりません。無
む

申
しん

告
こく

加
か

算
さん

税
ぜい

（申
しん

告
こく

しなければならないのに申
しん

告
こく

しなかったために、追
つい

加
か

で払
はら

う税
ぜい

金
きん

）や延
えん

滞
たい

税
ぜい

（期
き

限
げん

まで

に税
ぜい

金
きん

を納
おさ

めない場
ば

合
あい

に、追
つい

加
か

で納
おさ

めなければいけない税
ぜい

金
きん

）です。 

税
ぜい

金
きん

を納
おさ

めない場
ば

合
あい

、「在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

の更
こう

新
しん

」や「永
えい

住
じゅう

申
しん

請
せい

」、「帰
き

化
か

申
しん

請
せい

」などにも影
えい

響
きょう

があ 

ります。 
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税
ぜい

金
きん

には、「直
ちょく

接
せつ

税
ぜい

」と「間
かん

接
せつ

税
ぜい

」の 2種
しゅ

類
るい

があります。 

 

私
わたし

たちが直
ちょく

接
せつ

、国
くに

や地
ち

方
ほう

自
じ

治
ち

体
たい

（都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

や区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

）に納
おさ

める税
ぜい

金
きん

は「直
ちょく

接
せつ

税
ぜい

」です。

所
しょ

得
とく

税
ぜい

や住
じゅう

民
みん

税
ぜい

、自
じ

動
どう

車
しゃ

税
ぜい

、固
こ

定
てい

資
し

産
さん

税
ぜい

などは直
ちょく

接
せつ

税
ぜい

です。税
ぜい

務
む

署
しょ

や地
ち

方
ほう

自
じ

治
ち

体
たい

から届
とど

く

「納
のう

付
ふ

書
しょ

」を使
つか

って税
ぜい

金
きん

を納
おさ

めます。ただし、給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

者
しゃ

（会
かい

社
しゃ

や店
みせ

から給
きゅう

与
よ

をもらって

いる人
ひと

）の場
ば

合
あい

は、所
しょ

得
とく

税
ぜい

や住
じゅう

民
みん

税
ぜい

は給
きゅう

与
よ

（給
きゅう

料
りょう

やボーナスなどを合
あ

わせたもの）から

天
てん

引
び

き（給
きゅう

与
よ

が支
し

払
はら

われる前
まえ

に税
ぜい

金
きん

分
ぶん

が引
ひ

かれること）され、会
かい

社
しゃ

が私
わたし

たちの代
か

わりに納
おさ

めています。これを源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

と言
い

います。 

 

「間
かん

接
せつ

税
ぜい

」は、直
ちょく

接
せつ

、国
くに

や地
ち

方
ほう

自
じ

治
ち

体
たい

に納
おさ

めるのではありません。税
ぜい

金
きん

を払
はら

う私
わたし

たちと、

最
さい

後
ご

に税
ぜい

金
きん

を受
う

け取
と

る国
くに

などの間
あいだ

にお店
みせ

や会
かい

社
しゃ

が入
はい

るので、間
かん

接
せつ

税
ぜい

といいます。消
しょう

費
ひ

税
ぜい

や

酒
しゅ

税
ぜい

、たばこ税
ぜい

などは間
かん

接
せつ

税
ぜい

です。例
たと

えば買
か

い物
もの

をしたとき、私
わたし

たちはお店
みせ

で消
しょう

費
ひ

税
ぜい

を払
はら

います。お店
みせ

は、あとで国
くに

などに消
しょう

費
ひ

税
ぜい

を納
おさ

めます。 
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また、税
ぜい

金
きん

は、どこに税
ぜい

金
きん

を納
おさ

めるかによって、「国
こく

税
ぜい

」と「地
ち

方
ほう

税
ぜい

」の２種
しゅ

類
るい

に分
わ

けるこ

とができます。 

 

「国
こく

税
ぜい

」は国
くに

に納
おさ

める税
ぜい

金
きん

です。所
しょ

得
とく

税
ぜい

、消
しょう

費
ひ

税
ぜい

、酒
しゅ

税
ぜい

などがあります。 

 

「地
ち

方
ほう

税
ぜい

」は地
ち

方
ほう

自
じ

治
ち

体
たい

（都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

や区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

）に納
おさ

める税
ぜい

金
きん

です。住
じゅう

民
みん

税
ぜい

、固
こ

定
てい

資
し

産
さん

税
ぜい

、

自
じ

動
どう

車
しゃ

税
ぜい

があります。 

たばこ税
ぜい

は国
くに

と地
ち

方
ほう

自
じ

治
ち

体
たい

（都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

や区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

）の両
りょう

方
ほう

に納
おさ

めているので、「国
こく

税
ぜい

」で

あり、「地
ち

方
ほう

税
ぜい

」です。 
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間
かん

接
せつ

税
ぜい

の納
おさ

め方
かた

について説
せつ

明
めい

します。「消
しょう

費
ひ

税
ぜい

」を見
み

てみましょう。 

 

「消
しょう

費
ひ

税
ぜい

」は、買
か

い物
もの

をしたり、サービスを受けたりした時
とき

に納
おさ

める税
ぜい

金
きん

です。消
しょう

費
ひ

税
ぜい

は、

価
か

格
かく

（物
もの

やサービスの値
ね

段
だん

）の８％です。例
たと

えば、1,000円
えん

の本
ほん

を買
か

った時
とき

の消
しょう

費
ひ

税
ぜい

は 80円
えん

です。私
わたし

たちは店
みせ

に（1,000円
えん

＋80円
えん

＝）1,080円
えん

を払
はら

います。店
みせ

は消
しょう

費
ひ

税
ぜい

80円
えん

を国
くに

に納
おさ

め

ます。 

間
かん

接
せつ

税
ぜい

には、そのほかに「たばこ税
ぜい

」や「酒
しゅ

税
ぜい

」などがあり、価
か

格
かく

に税
ぜい

金
きん

が含
ふく

まれていま

す。たばこ税
ぜい

は 64.4％です。例
たと

えば、1箱
はこ

430円
えん

のたばこは 276円
えん

が税
ぜい

金
きん

です。酒
しゅ

税
ぜい

は種
しゅ

類
るい

によって税
ぜい

率
りつ

が違
ちが

います。 
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直
ちょく

接
せつ

税
ぜい

のうち、所
しょ

得
とく

税
ぜい

の納
おさ

め方
かた

について説
せつ

明
めい

します。  

 

自
じ

営
えい

業
ぎょう

（自
じ

分
ぶん

で商
しょう

売
ばい

などをしている）の人
ひと

は、「確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

」をしなければなりません。 

「確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

」は、お金
かね

を稼
かせ

いだ人
ひと

が自
じ

分
ぶん

で一
いち

年
ねん

間
かん

（前
まえ

の年
とし

の 1月
がつ

1 日
ついたち

～12月
がつ

31日
にち

）の所
しょ

得
とく

（「一
いち

年
ねん

間
かん

の収
しゅう

入
にゅう

」から、「その収
しゅう

入
にゅう

を得
え

るために必
ひつ

要
よう

な経
けい

費
ひ

」を引
ひ

いた後
あと

の金
きん

額
がく

（利
り

益
えき

））を

計
けい

算
さん

し、それに対
たい

する所
しょ

得
とく

税
ぜい

の金
きん

額
がく

を確
かく

定
てい

して、自
じ

分
ぶん

から税
ぜい

務
む

署
しょ

に申
しん

告
こく

することです。 

「確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

」は、翌
よく

年
ねん

（次
つぎ

の年
とし

）の 2月
がつ

16日
にち

から 3月
がつ

15日
にち

の間
あいだ

にしなければなりません。税
ぜい

務
む

署
しょ

に書
しょ

類
るい

を出
だ

して、所
しょ

得
とく

税
ぜい

を納
おさ

めます。税
ぜい

金
きん

を納
おさ

めないと、あとでもっとたくさん税
ぜい

金
きん

を

払
はら

うことになります。 
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給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

者
しゃ

の所
しょ

得
とく

税
ぜい

の納
おさ

め方
かた

について説
せつ

明
めい

します。給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

者
しゃ

とは、勤
きん

務
む

先
さき

（勤
つと

めている

会
かい

社
しゃ

や店
みせ

）から給
きゅう

与
よ

（給
きゅう

料
りょう

やボーナスなどを合
あ

わせたもの）をもらっている人
ひと

のことで

す。  

 

給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

者
しゃ

の場
ば

合
あい

、会
かい

社
しゃ

や店
みせ

が社
しゃ

員
いん

のかわりに国
くに

に税
ぜい

金
きん

を納
おさ

めています。会
かい

社
しゃ

や店
みせ

は給
きゅう

与
よ

を支
し

払
はら

うとき、社
しゃ

員
いん

の税
ぜい

金
きん

を計
けい

算
さん

して、給
きゅう

与
よ

を払
はら

う前
まえ

に税
ぜい

金
きん

分
ぶん

を預
あず

かってしまいます。そ

して、社
しゃ

員
いん

一人
ひ と り

一人
ひ と り

の所
しょ

得
とく

税
ぜい

を社
しゃ

員
いん

のかわりに税
ぜい

務
む

署
しょ

に申
しん

告
こく

して、税
ぜい

金
きん

を納
おさ

めます。これ

を源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

と言
い

います。給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

者
しゃ

は、自
じ

分
ぶん

で税
ぜい

金
きん

を納
おさ

めない場
ば

合
あい

が多
おお

いです。 
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ただ、給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

者
しゃ

でも、確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

をしなければならない場
ば

合
あい

があります。 

 給
きゅう

与
よ

を 2か
か

所
しょ

以
い

上
じょう

の会
かい

社
しゃ

やお店
みせ

から受
う

け取
と

った 

 給
きゅう

与
よ

以
い

外
がい

の所
しょ

得
とく

の金
きん

額
がく

の合
ごう

計
けい

が 20万
まん

円
えん

を超
こ

えた 

※給
きゅう

与
よ

以
い

外
がい

の所
しょ

得
とく

は、原
げん

稿
こう

を書
か

いたときの謝
しゃ

金
きん

、講
こう

演
えん

や通
つう

訳
やく

をしたときの謝
しゃ

金
きん

、貯
ちょ

金
きん

の

利
り

子
し

、株
かぶ

式
しき

の配
はい

当
とう

金
きん

、小
こ

売
うり

業
ぎょう

の売
う

り上
あ

げや、生
せい

命
めい

保
ほ

険
けん

が満
まん

期
き

の時
とき

に受
う

け取
と

るお金
かね

など 

 給
きゅう

与
よ

の年
ねん

収
しゅう

が 2,000万
まん

円
えん

を超
こ

えた 

 

また、納
おさ

めすぎた税
ぜい

金
きん

を取
と

り戻
もど

すために確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

をしたほうがいい場
ば

合
あい

があります。次
つぎ

の場
ば

合
あい

は、勤
きん

務
む

先
さき

では手
て

続
つづ

きができませんが、確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

すると納
おさ

めすぎた税
ぜい

金
きん

が戻
もど

ってくるか

もしれません。 

 医
い

療
りょう

費
ひ

がたくさんかかった 

 災
さい

害
がい

にあったり物
もの

を盗
ぬす

まれたりした 

 寄
き

付
ふ

をした 

 年
とし

の途
と

中
ちゅう

で退
たい

職
しょく

し、再
さい

就
しゅう

職
しょく

していない 

 家
いえ

を買
か

った、など 

 

納
おさ

めすぎた税
ぜい

金
きん

を返
かえ

し
し

て
て

もらうための申
しん

告
こく

を「還
かん

付
ぷ

」申
しん

告
こく

といいます。還
かん

付
ぷ

申
しん

告
こく

は、翌
よく

年
ねん

の

1月
がつ

1 日
ついたち

から 5年
ねん

間
かん

、いつでもできます。つまり、5年前
ねんまえ

の申
しん

告
こく

をしてもいいです。 

★「確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

」について、詳
くわ

しく知
し

りたい人
ひと

は、「知
し

っておきたい確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

」の教
きょう

材
ざい

を見
み

て

ください。 
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給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

者
しゃ

の税
ぜい

金
きん

（＝所
しょ

得
とく

税
ぜい

）については、「源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

」と「年
ねん

末
まつ

調
ちょう

整
せい

」という言
こと

葉
ば

を覚
おぼ

えましょう。 

「源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

」とは、勤
きん

務
む

先
さき

が、給
きゅう

与
よ

を支
し

払
はら

う
う

ときに税
ぜい

金
きん

を計
けい

算
さん

し、給
きゅう

与
よ

を払
はら

う
う

前
まえ

に税
ぜい

金
きん

分
ぶん

を預
あず

かってしまい、本
ほん

人
にん

の代
か

わりに国
くに

に税
ぜい

金
きん

を納
おさ

めることです。 

 

会
かい

社
しゃ

が毎
まい

月
つき

源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

する税
ぜい

金
きん

は、決
き

められた方
ほう

法
ほう

で計
けい

算
さん

された、だいたいの金
きん

額
がく

です。結
けっ

婚
こん

したり子
こ

どもが生
う

まれたりして家
か

族
ぞく

の数
かず

が変
か

わったり、生
せい

命
めい

保
ほ

険
けん

の保
ほ

険
けん

料
りょう

を払
はら

ったりし

ているなど、人
ひと

によって異
こと

なる事
じ

情
じょう

は考
かんが

えていないのです。そこで年
ねん

末
まつ

に、人
ひと

それぞれの

事
じ

情
じょう

を確
かく

認
にん

し、正
ただ

しい税
ぜい

額
がく

を計
けい

算
さん

し直
なお

します。ここで決
き

まった税
ぜい

額
がく

と、それまで毎
まい

月
つき

源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

してきた税
ぜい

額
がく

を比
くら

べて、その差
さ

額
がく

を一
いち

年
ねん

で最
さい

後
ご

の給
きゅう

与
よ

支
し

払
はらい

の時
とき

に調
ちょう

整
せい

します。税
ぜい

金
きん

を

多
おお

く納
おさ

め過
す

ぎていた場
ば

合
あい

は、その人
ひと

に納
おさ

めすぎた金
きん

額
がく

が戻
もど

ります。納
おさ

める税
ぜい

金
きん

が足
た

りなか

った場
ば

合
あい

は、追
つい

加
か

で税
ぜい

金
きん

が徴
ちょう

収
しゅう

されます。給
きゅう

与
よ

から足
た

りなかった金
きん

額
がく

が引
ひ

かれます。こ

れを「年
ねん

末
まつ

調
ちょう

整
せい

」と言
い

います。 

 

「年
ねん

末
まつ

調
ちょう

整
せい

」のために、毎
まい

年
とし

11月
がつ

ごろ、勤
きん

務
む

先
さき

に 2 つの書
しょ

類
るい

を提
てい

出
しゅつ

します。この書
しょ

類
るい

は勤
きん

務
む

先
さき

が配
はい

布
ふ

します。 

・「給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

者
しゃ

の扶
ふ

養
よう

控
こう

除
じょ

等
とう

（異
い

動
どう

）申
しん

請
せい

書
しょ

」 

・「給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

者
しゃ

の保
ほ

険
けん

料
りょう

控
こう

除
じょ

申
しん

請
せい

書
しょ

兼
けん

給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

者
しゃ

の配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

控
こう

除
じょ

申
しん

請
せい

書
しょ

」 
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所
しょ

得
とく

税
ぜい

は、図
ず

のように、１年
ねん

間
かん

の給
きゅう

与
よ

から、給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

控
こう

除
じょ

額
がく

、所
しょ

得
とく

控
こう

除
じょ

額
がく

を引
ひ

いた、「課
か

税
ぜい

所
しょ

得
とく

金
きん

額
がく

」に税
ぜい

率
りつ

をかけて、計
けい

算
さん

します。 

 

A.【給
きゅう

与
よ

】は、勤
きん

務
む

先
さき

からもらった一
いち

年
ねん

間
かん

（1月
がつ

1 日
ついたち

から 12月
がつ

31日
にち

まで）の給
きゅう

料
りょう

やボー

ナスの合
ごう

計
けい

金
きん

額
がく

です。 

B.【給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

控
こう

除
じょ

額
がく

】は、給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

者
しゃ

が働
はたら

くときに必
ひつ

要
よう

な経
けい

費
ひ

として差
さ

し引
ひ

くことので

きる金
きん

額
がく

です。「控
こう

除
じょ

」は、所
しょ

得
とく

金
きん

額
がく

から差
さ

し引
ひ

くという意
い

味
み

です。一
いち

年
ねん

分
ぶん

の経
けい

費
ひ

の領
りょう

収
しゅう

証
しょう

などを集
あつ

めて、細
こま

かく計
けい

算
さん

するのは大
たい

変
へん

なので、給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

控
こう

除
じょ

額
がく

はあらかじめ給
きゅう

与
よ

の金
きん

額
がく

によって決
き

められています。自
じ

分
ぶん

で領
りょう

収
しゅう

書
しょ

などを用
よう

意
い

しなくても、控
こう

除
じょ

できます。 

※給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

控
こう

除
じょ

額
がく

について詳
くわ

しく知
し

りたい人
ひと

は、21 ページを見
み

てください。 

C.【所
しょ

得
とく

控
こう

除
じょ

額
がく

】
）

は、社
しゃ

会
かい

保
ほ

険
けん

料
りょう

（健
けん

康
こう

保
ほ

険
けん

、介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

、厚
こう

生
せい

年
ねん

金
きん

、雇
こ

用
よう

保
ほ

険
けん

）・基
き

礎
そ

控
こう

除
じょ

・

生
せい

命
めい

保
ほ

険
けん

料
りょう

控
こう

除
じょ

・扶
ふ

養
よう

控
こう

除
じょ

などです。控
こう

除
じょ

額
がく

は、扶
ふ

養
よう

家
か

族
ぞく

（お金
かね

を出
だ

して養
やしな

っている家
か

族
ぞく

）

がいるか、生
せい

命
めい

保
ほ

険
けん

に入
はい

っているか、など、家
か

族
ぞく

の状
じょう

況
きょう

によって決
き

まります。 

D.【課
か

税
ぜい

所
しょ

得
とく

金
きん

額
がく

】は、課
か

税
ぜい

の対
たい

象
しょう

になる金
きん

額
がく

で、A.【給
きゅう

与
よ

】から、B.【給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

控
こう

除
じょ

額
がく

】

と C.【所
しょ

得
とく

控
こう

除
じょ

額
がく

】を引
ひ

いた金
きん

額
がく

です。この金
きん

額
がく

をもとにして、E.【所
しょ

得
とく

税
ぜい

額
がく

】が決
き

まりま

す。 

E.【所
しょ

得
とく

税
ぜい

額
がく

】は、D.【課
か

税
ぜい

所
しょ

得
とく

金
きん

額
がく

】に税
ぜい

率
りつ

をかけて計
けい

算
さん

します。これが、皆
みな

さんが納
おさ

め

なければならない所
しょ

得
とく

税
ぜい

の金
きん

額
がく

です。  

※税
ぜい

率
りつ

について詳
くわ

しく知
し

りたい人
ひと

は、21 ページを見
み

てください。 



14 

 

 

 

 

給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

者
しゃ

は、勤
きん

務
む

先
さき

から源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

票
ひょう

をもらいましょう。源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

票
ひょう

を見
み

ると、私
わたし

た

ちが納
おさ

めている所
しょ

得
とく

税
ぜい

額
がく

の金
きん

額
がく

を知
し

ることができます。 
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源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

票
ひょう

の見
み

方
かた

を説
せつ

明
めい

します。 

 

A.【支
し

払
はらい

金
きん

額
がく

】は、一
いち

年
ねん

間
かん

（1月
がつ

1 日
ついたち

から 12月
がつ

31日
にち

まで）に支
し

払
はら

われた給
きゅう

与
よ

の金
きん

額
がく

の合
ごう

計
けい

です。いわゆる「年
ねん

収
しゅう

」です。通
つう

勤
きん

費
ひ

（通
つう

勤
きん

にかかるお金
かね

）は所
しょ

得
とく

税
ぜい

がかからないので入
はい

り

ません。 

 

F.【給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

控
こう

除
じょ

後
ご

の金
きん

額
がく

】は、A.【支
し

払
はらい

金
きん

額
がく

】から B.【給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

控
こう

除
じょ

額
がく

】を引
ひ

いた金
きん

額
がく

です。「控
こう

除
じょ

」は、所
しょ

得
とく

金
きん

額
がく

から差
さ

し引
ひ

くという意
い

味
み

です。B.【給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

控
こう

除
じょ

額
がく

】は、給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

者
しゃ

が働
はたら

くときに必
ひつ

要
よう

な経
けい

費
ひ

として差
さ

し引
ひ

くことのできる金
きん

額
がく

です。収
しゅう

入
にゅう

によって控
こう

除
じょ

は決
き

まっています。 

※給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

控
こう

除
じょ

について詳
くわ

しく知
し

りたい人
ひと

は 21 ページを見
み

てください。 

 

C.【所
しょ

得
とく

控
こう

除
じょ

額
がく

の合
ごう

計
けい

金
きん

額
がく

】は、一
いち

年
ねん

間
かん

の「所
しょ

得
とく

控
こう

除
じょ

」を足
た

した合
ごう

計
けい

金
きん

額
がく

です。「所
しょ

得
とく

控
こう

除
じょ

」

は、家
か

族
ぞく

の人
にん

数
ずう

や状
じょう

況
きょう

などで決
き

まる控
こう

除
じょ

（所
しょ

得
とく

金
きん

額
がく

から差
さ

し引
ひ

くこと）です。控
こう

除
じょ

には、

社
しゃ

会
かい

保
ほ

険
けん

料
りょう

（健
けん

康
こう

保
ほ

険
けん

、介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

、厚
こう

生
せい

年
ねん

金
きん

、雇
こ

用
よう

保
ほ

険
けん

）、基
き

礎
そ

控
こう

除
じょ

（税
ぜい

金
きん

を納
おさ

めるすべて

の人
ひと

が所
しょ

得
とく

金
きん

額
がく

から引
ひ

くことのできる控
こう

除
じょ

）、生
せい

命
めい

保
ほ

険
けん

料
りょう

控
こう

除
じょ

、扶
ふ

養
よう

控
こう

除
じょ

などがあります。

「所
しょ

得
とく

控
こう

除
じょ

」については、次
つぎ

のページでもう一
いち

度
ど

説
せつ

明
めい

します。 

 

E.【源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

税
ぜい

額
がく

】は、一
いち

年
ねん

間
かん

に源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

された所
しょ

得
とく

税
ぜい

の金
きん

額
がく

です。課
か

税
ぜい

所
しょ

得
とく

金
きん

額
がく

に税
ぜい

率
りつ

をかけて計
けい

算
さん

できます。D.【課
か

税
ぜい

所
しょ

得
とく

金
きん

額
がく

】（税
ぜい

金
きん

を出
だ

すもとになる所
しょ

得
とく

金
きん

額
がく

）は、F.【給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

控
こう

除
じょ

後
ご

の金
きん

額
がく

】から C.【所
しょ

得
とく

控
こう

除
じょ

額
がく

の合
ごう

計
けい

金
きん

額
がく

】で計
けい

算
さん

します。 

※課
か

税
ぜい

所
しょ

得
とく

金
きん

額
がく

にかける税
ぜい

率
りつ

は、金
きん

額
がく

によって違
ちが

います。詳
くわ

しく知
し

りたい人
ひと

は 21 ページを

見
み

てください。 
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源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

票
ひょう

の C.【所
しょ

得
とく

控
こう

除
じょ

額
がく

の合
ごう

計
けい

金
きん

額
がく

】について、詳
くわ

しく見
み

てみましょう。 

「所
しょ

得
とく

控
こう

除
じょ

額
がく

」は、青
あお

の点
てん

線
せん

で囲
かこ

んだ部
ぶ

分
ぶん

の情
じょう

報
ほう

をもとに計
けい

算
さん

してあります。 

配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

（妻
つま

か夫
おっと

）や扶
ふ

養
よう

親
しん

族
ぞく

（お金
かね

を出
だ

して養
やしな

っている親
しん

族
ぞく

）、体
からだ

が不
ふ

自
じ

由
ゆう

な家
か

族
ぞく

がいる

場
ば

合
あい

は、その人
にん

数
ずう

などが書
か

いてあります。社
しゃ

会
かい

保
ほ

険
けん

料
りょう

や生
せい

命
めい

保
ほ

険
けん

料
りょう

は、控
こう

除
じょ

される金
きん

額
がく

が

書
か

いてあります。 

 

「所
しょ

得
とく

控
こう

除
じょ

額
がく

」を決
き

める資
し

料
りょう

として、毎
まい

年
とし

11月
がつ

頃
ころ

、会
かい

社
しゃ

やお店
みせ

に 2 つの書
しょ

類
るい

を提
てい

出
しゅつ

しま

す。 

・「給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

者
しゃ

の扶
ふ

養
よう

控
こう

除
じょ

等
とう

（異
い

動
どう

）申
しん

請
せい

書
しょ

」 

・「給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

者
しゃ

の保
ほ

険
けん

料
りょう

控
こう

除
じょ

申
しん

請
せい

書
しょ

兼
けん

給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

者
しゃ

の配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

控
こう

除
じょ

申
しん

請
せい

書
しょ

」） 

2 つの書
しょ

類
るい

の記
き

載
さい

が間
ま

違
ちが

っていると、「所
しょ

得
とく

控
こう

除
じょ

額
がく

」も正
ただ

しく計
けい

算
さん

できません。正
ただ

しい情
じょう

報
ほう

を書
か

きましょう。書
か

き方
かた

が分
わ

からない時
とき

は、会
かい

社
しゃ

の人
ひと

や、よく分
わ

かる人
ひと

に聞
き

きましょう。 
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住
じゅう

民
みん

税
ぜい

は、毎
まい

年
とし

1月
がつ

1 日
ついたち

に住
じゅう

民
みん

登
とう

録
ろく

をしている都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

や市
し

区
く

町
ちょう

村
そん

などに納
おさ

める税
ぜい

です。

金
きん

額
がく

は、前
まえ

の年
とし

の所
しょ

得
とく

で決
き

まります。 

 

住
じゅう

民
みん

税
ぜい

の納
おさ

め方
かた

は２つあります。「特
とく

別
べつ

徴
ちょう

収
しゅう

」と「普
ふ

通
つう

徴
ちょう

収
しゅう

」です。給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

者
しゃ

は、「特
とく

別
べつ

徴
ちょう

収
しゅう

」が基
き

本
ほん

です。しかし勤
きん

務
む

先
さき

の規
き

模
ぼ

が小
ちい

さい場
ば

合
あい

などは、「普
ふ

通
つう

徴
ちょう

収
しゅう

」となって

しまっていることもあります。  

「特
とく

別
べつ

徴
ちょう

収
しゅう

」は、会
かい

社
しゃ

などが毎
まい

月
つき

の給
きゅう

与
よ

から住
じゅう

民
みん

税
ぜい

額
がく

を引
ひ

いて、本
ほん

人
にん

の代
か

わりに市
し

区
く

町
ちょう

村
そん

に納
おさ

める方
ほう

法
ほう

です。毎
まい

年
とし

5月
がつ

ごろに会
かい

社
しゃ

を通
とお

して「特
とく

別
べつ

徴
ちょう

収
しゅう

税
ぜい

額
がく

通
つう

知
ち

書
しょ

」が届
とど

きます。

この通
つう

知
ち

書
しょ

に 6月
がつ

から毎
まい

月
つき

支
し

払
はら

う住
じゅう

民
みん

税
ぜい

の額
がく

（1年
ねん

間
かん

の住
じゅう

民
みん

税
ぜい

額
がく

の 12分
ぶん

の 1）が書
か

かれて

いるので確
かく

認
にん

しましょう。 

「普
ふ

通
つう

徴
ちょう

収
しゅう

」は、自
じ

分
ぶん

で納
おさ

める方
ほう

法
ほう

です。毎
まい

年
とし

6月
がつ

ごろに、区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

から「納
のう

税
ぜい

通
つう

知
ち

書
しょ

」

と「納
のう

付
ふ

書
しょ

」が送
おく

られてきます。この「納
のう

付
ふ

書
しょ

」を使
つか

って納
のう

税
ぜい

します。納
おさ

めるのは 1年
ねん

に

4回
かい

で、1年
ねん

間
かん

の住
じゅう

民
みん

税
ぜい

額
がく

の 4分
ぷん

の 1 ずつ支
し

払
はら

います。納
のう

付
ふ

する期
き

限
げん

（〆
しめ

切
きり

）は 6月
がつ

30日
にち

、

8月
がつ

31日
にち

、10月
がつ

31日
にち

、1月
がつ

31日
にち

です。納
のう

税
ぜい

通
つう

知
ち

書
しょ

と納
のう

付
ふ

書
しょ

が届
とど

かない場
ば

合
あい

は、区
く

市
し

町
ちょう

村
そん

の住
じゅう

民
みん

税
ぜい

の窓
まど

口
ぐち

に問
と

い合
あ

わせましょう。 
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納
のう

税
ぜい

は義
ぎ

務
む

です。税
ぜい

金
きん

について相
そう

談
だん

や質
しつ

問
もん

があったら、近
ちか

くの「税
ぜい

務
む

署
しょ

」にしましょう。 
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覚
おぼ

えておきたい税
ぜい

金
きん

のことば 

 

 

 

 

ことば 意
い

味
み

 スライド

No 

納
のう

税
ぜい

 税
ぜい

金
きん

を納
おさ

めること 4, 10, 18, 

19 

滞
たい

納
のう

 税
ぜい

金
きん

を納
おさ

めるのが遅
おく

れる 4 

無
む

申
しん

告
こく

加
か

算
さん

税
ぜい

 申
しん

告
こく

しなければならないのに申
しん

告
こく

しなかったために、追
つい

加
か

で

払
はら

う税
ぜい

金
きん

 

4 

延滞税
えんたいぜい

 期
き

限
げん

までに税
ぜい

金
きん

を納
おさ

めない場
ば

合
あい

に、追
つい

加
か

で納
おさ

めなければいけ

ない税
ぜい

金
きん

 

4 

確
かく

定
てい

申
しん

告
こく

 自
じ

分
ぶん

で所
しょ

得
とく

税
ぜい

の計
けい

算
さん

をして、申
しん

告
こく

すること 4, 8, 10, 

11 

還
かん

付
ぷ

申
しん

告
こく

 納
おさ

め過
す

ぎた税
ぜい

金
きん

が戻
もど

ってくること 10, 11 

給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

者
しゃ

 勤
きん

務
む

先
さき

（勤
つと

めている会
かい

社
しゃ

や店
みせ

）から給
きゅう

与
よ

（給
きゅう

料
りょう

やボーナス

などを合
あ

わせたもの）をもらっている人
ひと

 

5, 9, 10, 

11, 12, 13, 

14, 17, 

18 

天
てん

引
び

き 給
きゅう

与
よ

が支
し

払
はら

われる前
まえ

に税
ぜい

金
きん

分
ぶん

が引
ひ

かれること 5 

源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

 給
きゅう

与
よ

が支
し

払
はら

われる前
まえ

に、会
かい

社
しゃ

やお店
みせ

が税
ぜい

金
きん

分
ぶん

を預
あず

かり、社
しゃ

員
いん

のかわりに申
しん

告
こく

して税
ぜい

金
きん

を納
おさ

めること 

5, 9, 11, 

12,14, 

15,16 

所
しょ

得
とく

 「一
いち

年
ねん

間
かん

の収
しゅう

入
にゅう

」から、「その収入を得るために必
ひつ

要
よう

な経
けい

費
ひ

」

を引
ひ

いた後
あと

の金
きん

額
がく

（利
り

益
えき

） 

8, 10, 14, 

11 

年
ねん

末
まつ

調
ちょう

整
せい

 年
ねん

末
まつ

に一
いち

年
ねん

間
かん

の税
ぜい

額
がく

を確
かく

定
てい

して源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

額
がく

と調
ちょう

整
せい

すること 12 

源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

票
ひょう

 一
いち

年
ねん

間
かん

の収
しゅう

入
にゅう

や源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

した所
しょ

得
とく

税
ぜい

額
がく

などを証
しょう

明
めい

する書
しょ

類
るい

 

13, 14, 15 

控
こう

除
じょ

 所
しょ

得
とく

金
きん

額
がく

から差
さ

し引
ひ

くこと 13,16 

基
き

礎
そ

控
こう

除
じょ

 税
ぜい

金
きん

を納
おさ

めるすべての人
ひと

が所得
しょとく

金額
きんがく

から引
ひ

くことのできる

控除
こうじょ

 

13, 15 

扶
ふ

養
よう

家
か

族
ぞく

 お金
かね

を出
だ

して養
やしな

っている家
か

族
ぞく

 13 
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【給与
きゅうよ

所得
しょとく

控除
こうじょ

の金額
きんがく

について】平
へい

成
せい

28年
ねん

分
ぶん

 ※国
こく

税
ぜい

庁
ちょう

のホームページより 

課
か

税
ぜい

される所
しょ

得
とく

金
きん

額
がく

 給
きゅう

与
よ

所
しょ

得
とく

控除
こうじょ

額
がく

 

180万
まん

円
えん

以
い

下
か

 収 入
しゅうにゅう

金額
きんがく

×40％ 

65万
まん

円
えん

に満
み

たない場
ば

合
あい

には、65万
まん

円
えん

 

180万
まん

円
えん

を超
こ

え、360万
まん

円
えん

以
い

下
か

 収 入
しゅうにゅう

金額
きんがく

×30％＋18万
まん

円
えん

 

360万
まん

円
えん

を超
こ

え、660万
まん

円
えん

以
い

下
か

 収 入
しゅうにゅう

金額
きんがく

×20％＋54万
まん

円
えん

 

660万
まん

円
えん

を超
こ

え、1,000万
まん

円
えん

以
い

下
か

 収 入
しゅうにゅう

金額
きんがく

×10％＋120万
まん

円
えん

 

1,000万
まん

円
えん

を超
こ

え、1,200万
まん

円
えん

以
い

下
か

 収 入
しゅうにゅう

金額
きんがく

×5％＋170万
まん

円
えん

 

1,200万
まん

円
えん

を超
こ

える 230万
まん

円
えん

 

 

同
おな

じ年
とし

の源
げん

泉
せん

徴
ちょう

収
しゅう

票
ひょう

が 2枚
まい

以
い

上
じょう

ある場
ば

合
あい

は、支
し

払
はらい

金
きん

額
がく

の合
ごう

計
けい

額
がく

で考
かんが

えます。 

 

 

 

 

 

【課
か

税
ぜい

所
しょ

得
とく

金
きん

額
がく

の税
ぜい

率
りつ

について】平
へい

成
せい

27年
ねん

分
ぶん

以
い

降
こう

 ※国
こく

税
ぜい

庁
ちょう

のホームページより 

課
か

税
ぜい

される所
しょ

得
とく

金
きん

額
がく

 税率
ぜいりつ

 控除
こうじょ

額
がく

 

195万
まん

円
えん

以
い

下
か

 5％ 0円
えん

 

195万
まん

円
えん

を超
こ

え、330万
まん

円
えん

以
い

下
か

 10％ 97,500円
えん

 

330万
まん

円
えん

を超
こ

え、695万
まん

円
えん

以
い

下
か

 20％ 427,500円
えん

 

695万
まん

円
えん

を超
こ

え、900万
まん

円
えん

以
い

下
か

 23％ 636,000円
えん

 

900万
まん

円
えん

を超
こ

え、1,800万
まん

円
えん

以
い

下
か

 33％ 1,536,000円
えん

 

1,800万
まん

円
えん

を超
こ

え、4,000万
まん

円
えん

以
い

下
か

 40％ 2,796,000円
えん

 

4,000万
まん

円
えん

を超
こ

える 45％ 4,796,000円
えん

 

 

例
たと

えば、「課
か

税
ぜい

所
しょ

得
とく

金
きん

額
がく

」が 350万
まん

円
えん

の場
ば

合
あい

には、次
つぎ

のように計
けい

算
さん

します。 

① 350万
まん

円
えん

に、税
ぜい

率
りつ

20%をかけます。350万
まん

円
えん

×20%＝70万
まん

円
えん

 

② 70万
まん

円
えん

から、控
こう

除
じょ

額
がく

427,500円
えん

をひきます。700,000円
えん

－427,500円
えん

＝272,500円
えん

 

272,500円
えん

が「所
しょ

得
とく

税
ぜい

」となります。 
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作
さく

成
せい

 ワーカーズ・コレクティブ生
せい

活
かつ

クラブ FP の会
かい

 

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

法
ほう

人
じん

さぽうと２１（本
ほん

教
きょう

材
ざい

の責
せき

任
にん

者
しゃ

：矢
や

崎
ざき

 理
り

恵
え

） 

 

 

 

 

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

法人
ほうじん

さぽうと２１ 

〒141-0021 東
とう

京
きょう

都
と

 品
しな

川
がわ

区
く

 上
かみ

大
おお

崎
さき

 2-12-2 ミズホビル 6階
かい

 

Tel：03-5449-1331 Fax：03-5449-1331 E-mail：info@support21.or.jp 

Homepage：http://www.support21.or.jp 

mailto:info@support21.or.jp

